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業績目録 
                                 

    丸太町リハビリテーションクリニック 

リハビリテーション部 

上村 拓矢 

 2025.4現在 

〔Ⅰ〕著書 

木田圭重，上村拓矢（著），岩本航（編集）：肩のスポーツ診療のすべて，2 章  

肩のスポーツ疾患 1. インピンジメント症候群，株式会社日本医事新報社，東

京，148-175，2021  

 

上村拓矢，三浦雄一郎，Self Training Based on Motion Analysis―動作分析

から考える自主トレーニングー，ソシエタス，股関節伸展・足関節底屈筋力低

下により走動作で膝前面に疼痛を認めたオスグット・シュラッター病の症例，

93-95関西理学療法学会（編集） 2022． 

 

上村拓矢，三浦雄一郎，福島秀晃，森原 徹，スポーツ選手の動作分析の工夫，

関西理学 24: 26-32, 2024. 

 

〔Ⅱ〕総説 

 

〔Ⅲ〕原著 

上村拓矢，長崎 進，三浦雄一郎，福島秀晃，森原 徹，右上肢挙上時の倦怠

感が減少した右長胸神経麻痺の一症例 ～収縮様式に着目して～，関西理学

15:127-134，2015． 

 

［Ⅵ］学会発表 

Ａ）国際学会 

B） 国内学会 

１）シンポジウム，ワークショップ，パネルディスカッション，主題 など 
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２）一般口演 

上村拓矢，長崎 進，三浦雄一郎，福島秀晃，森原 徹，右上肢挙上時の倦怠

感が減少した右長胸神経麻痺の一症例 ～収縮様式に着目して～，第１４回関西

理学療法学会症例研究学術大会 ，神戸，2014．12 （口述） 

 

上村拓矢，三浦雄一郎，福島秀晃 ，森原徹，吉田隆紀，鈴木俊明，野球経験者

における体幹の可動性と体幹筋の特徴，第 26回日本臨床スポーツ医学会，神戸，

2015.11.（ポスター） 

  

上村拓矢，三浦雄一郎，福島秀晃，古川龍平，森原 徹，HAGL 損傷術後に生じ

た腋窩神経障害の一例，第 14回日本肩の運動機能研究会，東京，2017.10.  

（口述） 

 

上村拓矢，三浦雄一郎，福島秀晃，森原 徹，自主練習を患部外に設定した凍

結肩の一例，第 19回日本肩の運動機能研究会，2022.10.（口述） 

 

上村拓矢，三浦雄一郎，福島秀晃，木田圭重，保存療法で野球に復帰した投球

側外傷性肩関節前方不安定症の一例，第 20 回日本肩の運動機能研究会，横浜，

2023．10.（ポスター） 

 

上村拓矢，門田美咲，三浦雄一郎，福島秀晃，森原徹，成長期のレスリング競

技者における傷害調査，第 34回日本臨床スポーツ医学会，横浜，2023.11.（ポ

スター） 

 

上村拓矢，飛田勇樹，萩原真，重黒木達也，三浦雄一郎，福島秀晃，木田圭重，

投球障害のリハビリテーションにおける投球効率値の変化とその特徴，第 11回

日本スポーツ理学療法学会，横浜，2025．1．（ポスター） 

 


